
 

 

 

 

７.推進体制 

  



水産業関係 
 
 
 

 

 

 

 

主な推進体制 

 

 

 

 

7.推進体制 

7-1.推進体制 

本基本計画を推進するために、糸満市経済部商工水産課を核とした、糸満市関係部課や糸満の

水産業関係機関等との連携体制を以下のように整える。 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

図 7-1 推進体制 

 

 

 

 

 

研究・普及機関 
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7-2.計画の推進について 

本基本計画の推進にむけて、ＰＤＣＡサイクルを有効に動かし、次頁に示す表のように、年次

的に各施策の達成状況を、糸満市水産業振興協議会作業部会において検証していく。 

また、糸満市水産業振興協議会において、概ね５年目を目安に、施策の達成状況等の評価を行

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7-2 ＰＤＣＡサイクルのイメージ 
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表 7-1 第 4 次糸満市水産業振興基本計画の基本施策の検証 

「〇達成、△要検討、×未実施」を記載 

注)ただし実施主体については、令和６年度において定める。 

例として実施主体を、主◎ 補助〇 で表記するなど調整する。 

 

 

施策名 
実施状況 前期 

評価 
実施 
主体 1 年目 2 年目 3 年目 4 年目 5 年目 

１持続的漁業の振興 

①漁業技術の継承と開発        

②漁業経営の強化・充実        

③資源管理型漁業の推進        

④つくり育てる漁業による安定生産とブランド化        

⑤糸満市水産業振興センター(仮)の設置・活用        

2.漁場の環境保全 

①漁場環境の保全        

②漁場の整備        

3.水産業の人材育成・経営安定 

①新たな担い手の創出・育成        

②漁協経営の安定        

③糸満市の水産業を統括する組織づくり        

4.沖縄県水産公社地方卸売市場 (イマイユ市場)開設による利活用 

①イマイユ市場の活用促進        

5.水産物の流通・加工業の振興 

①水産物の流通・加工拠点づくり        

②水産物の消費拡大        

6.漁港整備による水産業振興 

①糸満漁港の整備        

②喜屋武漁港の整備        

7.海人文化のさらなる活用 

①漁業の歴史･文化資源の保全継承・情報発信        

②観光漁業の推進        

97


